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エセフォン処理および掃し穂冷蔵処理による

7月咲き小ギクの開花遅延効果と出荷期拡大

小山佳彦・.石川JI顎也惨・字国 明e

要約

7月咲き小ギクの自然開花期の年次変動要顕ならびに 7月咲き小ギクに対するヱセフォン処理お

よび挿し穂冷蔵処理による開花遊覧E効果と同一品種で、の出荷期拡大について検討した.

1 2000-2002年における 7月咲き小ギクの自然開花日は年により大きく変動し，その要因の一つ

は3-4月の気温であると推察された.

2 エセフォン 1回処理による 7月咲き小ギクの開花遅延程度は品種罰表が大きかった.ヱセフォ

ン3回処理は 1回処理に比べて開花遅延程度が大きくなった.

3 エセフォン処理による開花遅延程度の小さい品種は. 2"Cで4週間の挿し穂冷蔵を組合わせる

ことにより開花遅延程度が大きくなった.

4 以上の結果より. 3-4.F.lの気視が高い年次には早期開花が予想されるのでエセフォン処理が

有効であること，またエセフォン処理効果の低い品種にはエセフォン 3題処理と挿し穂冷蔵を組

合わせることにより開花運延効果がより大きくなり，出荷期拡大が可能になることがわかった.

Flowering Delay and Extension of Shipping Period Affected by 
Ethephon and Refrigeration Treatments in Cuttings of 

July Flowering Type Chrysanthemum Cultivars with Small Flowers 

Y oshihiko Koy品1fA. Junya ISHIKAwA and Akira DDA 

Summary 

Factors affecting annual fluctuation of flowering time in July flowering type cultivars of 
small-flowered chrysanthemums were investigated， and then effects of ethephon treatment 
and refrigerating of the cuttings on delaying flowering from rooted cuttings in order to 
extend the shipping period were examined. 
(1) There was significant fluctuation in natural flowering dates in July flowering type 
cultivars of small側 floweredchrysanthemums among the years from 2000 to 2002， which 
seemed to be caused by changes in temperatures of March and April of each year. 

(2) In one treatment of ethephon on rooted cuttings of small-flowered chrysanthemums 
cultivars， the difference between the cultivars was observed in delay of flowering. Three 
successive treatments of ethephon furthur delayed flowering time compared to only one 
treatment of ethephon. 

(3) Three successive ethephon treatments combined with refrigeration for 4 weeks at 2"C 
stimulated a delay in the flowering time of cuttings of the cultivars with small flowering 
delay by ethephon treatment. 

(4) In conclusion， e町 lyflowering of the chrysanthemum cultivars tested was estimated to 
be affected by higher temperatures in March and April of the ye町， and cultivars that 
showed a lower effect of delaying flowering time when given one ethephon treatment were 
improved by three successive treatments of ethephon combined with refrigerating of the 
cuttings， r巴sultingin extension of the duration of shipping July flowering type small-
flowered chrysanthemums. 

キ…ワード:小ギク，エセフォン，挿し穏，冷麓，開花自，草丈，着花節位
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緒 言

自然開花期が 7-9月になる品種の多くは夏秋ギクに

分類される2) これらの自然咲き栽培での鵠花期は不安

定で，新!日の盆，秋の彼岸の需要期に向けての計画生産

が難しく，毎年のように需要期に切り花価格の暴騰・暴

落が繰り返されている沿.吉住ら11)は平均気議を基にし

て8月咲き小ギクの開花予測を試みているが，収穫期判

定技術として実用化されるまでには歪っていない.兵庫

県山調町の産地では，開花期の異なる200品種以上の小

ギクを栽培して 8月から 9月にかけて連続出荷し，自然

開花期が多少変動しでも需要期に対応できるようにして

いる. しかし，近年の市場の大型化に伴い，少数品種の

安定継続出荷を市場から求められており，産地ではその

対策に苦慮している.

キク生産におけるエセフォン(2-chloroethy1 phospho 

nic acid)の和用目的は，草丈を確保するために開花期

を遅らせようとしたのが最初とされる1的.現在，露地の

キク栽培では普通に利用されているが，処理効果に対す

る年次間の変動や品種間差が大きく仰関花遅延程度

や切り花品質が安定しないことが閉題となつているω

そこで，本報ではエセフォン処理による開花遅延程度

や切り花品質の安定化を目的に夏秋ギクに分類される 7

R咲き小ギクを用いて，その自然開花期の変動要因につ

いて考察し，エセフォン処理による開花遅延効果の大き

い品種の選抜を試みた.さらに出荷揚拡大のためのエセ

フォン処理由数の影響，ヱセフォン処理と挿し穂冷蔵の

組合せ効果について検討した.

材料及び方法

案験に共通する項目を以下に示す.

親株として前年に露地で開花した株から発生した扱枝

を使用した.これを秋に無加温ガラス室内に定植し， 1 

月下旬まで十分に低温に遭遇させ，その後，加温 (2000

年は最低気韻100C，2001年と2002年は最低気温150C)と

暗期中断 (75Wの白熱灯で22時から 3時まで 5時間照明)

を採穂時まで行った.挿し芽と育苗は暗期中断処理下の

無加温ガラス室で行い，暗期中断処理は育酪終了日(定

植日〉まで行った.

発根した苗を条関40皿，株間 8cmあるいは12cmの2条

植えとして，センター内蕗地ほ場に定植した.仕立て本

数は株摺が 8cmの場合は 2本/株， 12個の場合は 3本/

株として単位簡積当たりの仕立て本数を揃えた.施肥は

緩効性肥料 (N:P205:K20口 14:12:14)を慕肥として護素

分で 3kg/a施した.エセフォンは濃度200ppmに調整

し，株当たり 6-9 mlを茎葉散布した.

誠査は試験区から生育の中鰭な 5値体を 6月上旬に抽

出して，これらの開花田(頭状花が3輪開花した日)，草

丈，頂花着花節位(分枝基部から頂花までの節数)を計

誤tした.

実験 1 自然開花期の変動要国

‘みのる"またる' ‘はじめ' ‘やよい'の 4品種

を供試した.試験規模は2000年が10株， 2001年が24株，

2002年が10株とした.挿し芽は2000年が 3月13日， 2001 

年と2002年は 3月28B，定植は2000年が4月12B，2001 

年と2002年が4月19日，摘心は2000年が 4]321日， 2001 

年と2002年が4月26尽に行った.摘心後，所定の仕立て

本数になるように適宜整枝した.

実験2 エセフォン処理効果の品種間差

表2に示した22品種を供試した. 2000年 3]313自に親

株から採穂直後に揮し芽し，十分に発根した窟を 4]312 

日に定植した. 4月21Bの摘心と同時にエセフォンを処

理した.試験規模は 1区1品種10株とした.

実験3 エセフォン処理回数の影響

‘みのる' ‘紅千代' ‘はじめ' ‘白鳥'の 4品種を

供試した.2001年 3月29日に親株から採穂直後に挿し芽

し，十分に発根した蔀を 4]319臼に定植した.エセフォ

ン処理は l回処理震と 3回処理IRを設け 1回処理区は

4月26日の摘心時に 3随処理IRは摘心時に加えて，鵠

心10臼後と20日後に行った.試験規模は 1区24株とした.

実験4 エセフォン処理と挿し穂冷蔵の影響

‘みのる"まじめ' ‘ほたるやよい'の 4品種

を供試した.冷蔵処理は2002年 3月28日の挿し芽2遇間

前 (3 ]314日)と 4週賠前(2 ]3 28日)に採穂し，穂を

ポリエチレン製の袋(厚さ0.02組理)に入れて 20

Cに設定

した冷蔵庫に搬入した.冷蔵処理した穂と挿し芽詣告に

採穂した穂を 3月28日に挿し;芽し，十分に発根した菌を

4月19日に定植した.エセフォン処理は 4月26Bの描心

時，摘心10日後， 20日後の 3回処理とし，挿し穂の冷蔵

揺間とエセフォン処理を組合せた試験霞(11R10株)そ

設定した.

結果

実験 1 自然開花期の変動要鴎

3年間ほぼ同じ作型で栽培した小ギク 4品種のうち

"またる'を除く 3品種では， 2000年から2002年にかけ

て平均開花日が早く，草丈が短く，頂花着花節位が減少

する傾向がみられた(表1). 2000年と比較して2002年

では，平均開花日は.みのる'が10B， ‘はじめ'が20

日‘ほたる'が19日やよい'が18B早く開花し，草

丈は eみのる'が25.1臨， ‘はじめ'が42.0cm，ほfこる'
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表i年次の違いが?月吹き小ギクの開花，草丈および頭花蕃花蔀位iこ及Ifす彰響

平均謂花田 草丈 彊花着花節佐
種年次

(]3.日) (cm) (節〉

2000 7. 9土2.0Y 76.7土1.4 35.3土0.7
みのる 2001 7. 3:t1.0 64.4土2.5 28.5土1.0

2002 6.29:t1.4 51.6土0.9 23.2:t0.6 
2000 7.24土3.0 94.0土2.9 50.3土1.8

はじめ 2001 7.11ごと1.4 81.0ごと1.7 43.2土1.5
2002 7. 4土1.2 52.0ごと2.2 27.6土1.2
2000 7.18土1.9 92.4ごと1.2 44.8士0.4

iまたる 2001 6.24:t1.1 58.0土3.0 20.6:t 1.6 
2002 6.29土1.4 53.2土2;9 24.8土1.2
2000 7.17土0.9 96.0土1.7 35.8土1.1

やよい 2001 7.10土1.0 83.0土1.9 26.4土0.5
2002 6.29:t0.7 53.2土0.9 21.6土0.7

z:分校基部から現花までの節並 y:数髄は平均誼土標準誤差 Cn=5)

が39.2cm， ，やよい'が42.8cm短くなり，頂花着花節位

は‘みのる'が12.1節， ‘はじめ'が22.7節"またる'

が20.0節， ‘やよい'が14.2節減少した. 3年聞の平均

気温の推移をみると 5月上旬までの気温は2002年が高

く，次いで2001年で， 2000年が低かった. 5月中旬以捧

は， 2002坪が2000年と2001年に比較して， 6月上中旬に

高く，下旬に低くなったが，それ以外の時期は年次によ

る農は小さく推移した(関1).ちなみに 3月の月平均

気温は2000年が5.70C，2001年が6.80C，2⑪02年が8.70C，

4月の平均気温は2000年が11.50

C，2001年が12.50

C，
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関1 7月咲き小ギクの生育期間における平均気温の年次変動

2002年が14.20C， 5月の平均気温は2000年が18.00C，

2001年が17.90C，2002年が17.70Cであった.

実験2 ヱセフォン処理効果の品種間差

エセフォン処理により明らかに開花が遅延 (3尽以上)

したのは，供試した22品種中 9品種であった(表 2). 

逆に開花が 3日以上早くなった品積が 3品種みられた.

エセフォンの開花遅磁程度の違いにより 7日以上開花

が遅延する効果の高いグループ Iの品種群( ，みのる'

他 3品種)， 3 -5日開花が遅延する効果のあるグルー

プEの品種群(‘山吹'他 5品種)，開花遅延作用が-

2-2臼の効果の明確でないグループ直の品種群(‘自
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長しない品種に分かれ，頂花着花館位も増加する品積と

増加しない品積に分かれた.グループ湿の品種群はエセ

フォン処理により草丈が伸長する品種，伸長しない品種，

述に短くなる品種が混夜し，頂花着花節位は増加する品

種としない品種に分かれた.グループWの品種群は草丈

が伸長し，環花着花節位も増加した.

実験 3 エセフォン処理回数の影響

グループ Iから 3品種( ，みのる ‘紅千代

じめ， )，グループ磁から l品種(‘自鳥， )を供試し

て，エセフォン処理回数の影響を調べたところ 4品種

ともに高い開花遅延作用を示した(図 2).処理回数は

1岳よりも 3回で開花遅延効果が大きく， 1白処理に比

べて‘みのる'は14日紅千代'は 7日， ‘はじめ'

は5日， ‘白鳥'は 9日開花が遅れた.草丈は‘白鳥'

が処理回数の多くなるほど42.6cm(0国処理)から70.8

cm (3毘処理)に増加したが， ‘はじめ'は処理援が小

さくみのる'と‘紅千代'は 1回処理に比べて 3回

処理で，それぞ‘れ5.8四， 1.8cm短くなった(臨 3).頂

花着花節位は処理由数が多くなるほど， ‘みのる'では

28.6節から44.4節に紅千代'では28.8箆が42.8節に，

eはじめ'では43.2節から49.0節に白鳥'では14.8節

から35.4節に増加した(国 4). 

実験4 エセフォン処理と揮し穂冷蔵の影響

グループ 1から 2品種( ，みのる ‘はじめ， )， 

Jレープ立から l品種(‘ほたる， )，グループ班から 1

品種(‘やよい， )を供試した. 4品種とも挿し穂の 4

週冷蔵処理のみでも‘みのる'は 9日， ‘はじめ'は 6

8， ‘ほTこる'は13日， ‘やよい'は12日開花が遅延した

(図 5).エセフォン 3回処理で‘みのる'が19臼 は

じめ' が12日， ‘ほたる'が27自やよい'が 6自の

開花蓮延効果があった.揮し穂冷蔵とヱセフォン処理の

組合せは，エセフォン単独処理に比べて， ‘みのる'が

2-4日， ‘はじめ'が 3-48，"またる'が 0-3日，

aやよい'が 5-10日の開花遅延効果を示した.冷蔵期

践は‘みのる'を除く 3品種で 2週冷蔵よりも 4週冷蔵

で高い開花運延作用を示した.草丈は挿し穂の冷蔵処理

期間が長くなるほど‘みのる'を除く 3品種で増加した

(図的.エセフォン処理と組合せた場合の草丈は‘ほた

る'と‘やよい'で明らかに増加したが，般の 2品種は

明確ではなかった. 4品種ともに頂花着花節位は挿し穂

冷蔵処理により増加Lたが，冷蔵期間が長いほど増加し

たのは 2品種('はじめほたる， )であった(図

7).エセフォンと挿し穂冷蔵処理を組合せた場合の頂

花蕃花節位は‘やよい'のみが明らかに増加した.

‘は
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エセフォン処理殴数: 図。沼図1fii1臼3回

白鳥みのる

。

鳥'他 9品種)，エセフォン処理により開花が 3日以上

早くなったグループWの品種群(‘紅子'他2品種)に

分類した.グループ Iの品種群はエセフォン処理により

草丈が伸長し，頂花蕃花節位が増加した. クーループEの

品種群はエセフォン処理により草丈が伸長する品種と伸
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行するには温度主日長が深く関与する2) 秋ギクのよう

にB長が開花摺決定の主要盟であれば，開花期の年次変

化が小さくなるが，夏秋ギクは温度の影響を受けやすく，

幼若相から感光相へ移行するのに150C以上の温度が要求

考察

実験に供した 7月咲き小ギクは生態的には夏秋ギクに

分類ぢれる.麦秋ギクの発育相はロゼット相，幼若相，

感光棺および成熟相の 4相からなり，異なる発育相へ移
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されるの. このため幼若性を消失する温度条件が満たさ

れる時期が開花期を左右する要因になる.実験lの結果

から， 2001年と2002年は同条件で栽培したにもかかわら

ず， 2002年の開花が早くなった.この要因として， 2002 

年は2001年に比べて 3~4 月の気温が高かったために幼

若栢から感光相へ早期に移行したと推察される.定植は

4月であるが，その株の親株は採穂時 (3月下旬)まで

加温ガラス混室(最低気温150C)で管理された. 2001年

と2002年における 3月の平均気・轟の蓑から2002年は150C

以上の積算混度が高かったと推察される.またその後の

挿し芽・脊曹は無加漉ガラス室で実施され，外気視の影

響を受けやすい環境に置かれた. これらの理由で本実験

における自然環花期の決定に 3月期の気温も強く関与し

たと推察される.また2000年の自然開花期が遅かった要

因として 3~4 月の気温が低かったことに加えて，親株

施設の暖房撮度 (2000年:10o
C， 2001年:150

C， 2002年:

150

C)も影響じたと推察される.川田らりの加温温室震で

採取した挿し穂から育成した苗は，無加温温室で採取し

た揮し穂から脊成した苗より花芽分化が早いという指播

がこの推察を支持する.

エセフォン処理による開花遅延効果には品種間差がみ

られた.エセフォン処理による開花遅延は，幼若性の消

失防止由，あるいはロゼット棺への誘導4) とされる.小

林4)は，エセフォン処理により①ロゼット性と幼若性が

ともに強く現れる品種は無処理と比較して葉数増加と詞

花遅延が大きく，草丈もかなり伸長する，@ロゼット性

が強く，幼若性が弱い品種は葉数増加と開花遅延はある

程度みられるが，草丈はわずかに伸長する，③ロゼット

性が弱く，幼若性が強い品種は葉数増加と毘花運延はあ

る程度みられ，草丈が伸長する，④ロゼット性と幼若性

がともに弱い品種は葉数，開花期および草丈の変動がみ

られないと推定上分類している.この分類に準ずると，

グループ Iはロゼット性と幼若性がともに強い品種群，

グループEはロゼット性と幼若性のどちらか一方が強い

品種群，グループ直はロゼット性と幼若性のどちらか一

方が強い品種群とロゼット性，幼若性がともに弱い品種

群の混在になろう.エセフォン処理により開花が早まり，

草丈が伸長し，葉数(頂花着花節位)が増加したグルー

プlVの品種群は小林の分類の範時lこなく，今後の検討が

必要である.

本実験では出荷期拡大を目的としているので、エセフォ

ン処理回数の影響をみた実験 3では謂花遅延穏度の大き

いクツレープ 1の品種群が効果的と考え， このグループか

ら3品種，また年次差の有無を検証するために開花遅延

効果が明確でないグループ狐の品穣群から I品種を供試

した.ヱセフォン処理由数の影響について，中山らη は

切り花形紫からみて 3自が限度とし，宮本ら5)は処理回

数が多いと切り花長が減少するので， 1密処理がよいと

している.本実験では l田処理より 3回処理で主主丈が減

少したのはグループ Iに属する 3品種で，グループEの

‘白鳥'は処理回数が多いほど草丈が伸長した.このよ

うにグループにより反応が異なり，宮本ら日の指摘に適

用しない品種もみられた. しかし，開花遅延程度はグルー

プに関係なく処理回数が多いほど大きくなったことから，

出荷期拡大の観点、からみて，エセフォン処理は 3回処理

が有効と判断される.また2000年に実施した実験2でグ

jレープIIIとして分類した‘白鳥'に対するエセフォン 1

回処理による開花遅延程度が2001年に実施した実験3で

は8日と大きくなり，開花遅延程度に年次差が認められ

た. ‘白鳥'に対するエセフォン 1回処理により実験2

(表 2)では草丈の伸長はみられないものの頂花蕃花節

位は増加したが，実験 3(函 3，図りでは草丈が伸長

し，頂花着花節位が増加している.この特性は小林。に

よれば実験 2の結果ではロゼット性が強く幼若性の弱い

分類に，実験3の結果ではロゼット性と幼若性が共に強

い分類になる.これらのことから，グループEの品種は

エセフォン処理による開花遅延程度や形質の変化に年次

差が発現しやすく，安窓した出荷期拡大には適用しにく

いと考えられる.一方， クボループ Iに属する品種のエセ

フォン処理による開花選延日数についてみると， ‘みの

る'が l回処理では2000年には15日， 2001年には 8日，

e紅千代'がそれぞれ 8日 7日， ‘はじめ'がそれぞ

れ8臼 6日で 3回処理では‘みのる'が2001年には

22日， 2002年には19B， ‘はじめ'がそれぞれ11B，12 

日で，比較的安定した処理効果を現している.このこと

から安定した出荷期拡大には草丈が減少するもののグルー

プIに属する品種が適当と考えられた. 2002年に実施

した実験4では実験 2と3で得た処理効果には品種によ

り年次差が生じるという結果をふまえて 3つのグルー

プ(グループ 1: 2品種，グループn: 1品種，グルー

プ班:1品種)から供試品穣を選定した.この実験にお

けるエセフォン 3回処理ではクーループEの‘ほたる'の

開花遅延程度 (27日)がグループ Iの‘みのる， (19臼)

と‘はじめ， (12日)よりも大きくなった. ‘ほたる'

は実験2(表 2)ではエセフォン処理により草丈はほと

んど伸長せず， 1買花着花節位が増加する特性がみられ，

ロゼット性が強く，幼若性の弱い品種と考えられたが，

実験 4(図 5，関 6，闘7)からは草丈が伸長し，頂花

着花節位が増加し，開花遅延程度が大きかったことから

ロゼット性，幼若性が共に強い品種に分類でき， ‘白鳥'
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と関様，年次により開花運延以外の形質も異なる結果に

なった.グループ1IIの‘やよい'は実験 2と実験4の結

果から，エセフォン処理により頂花着花節位は増加する

が，草丈が減少する特性が共通してみられ，ロゼット性

が強く，幼若性の弱い品種といえる.

本実験ではグループEの‘lまたる' とグループ亜の

‘白鳥'にエセフォン処理効果の年次蓋が確認されたが，

このことに関しては多くの報告6，8，9，ωがある.年次差が

発現する要因として，夏秋ギク特有のロゼット性と幼若

性に加えてその年次の気温等が強く関与していると推察

され， この詳細な追求がエセフォン処理効果の安定化に

つながるだろう.

関花遅延による出持期拡大をさらに高めるため，エセ

フォン 3回処理に加えて，挿し穂冷蔵処理について検討

した.その結果，挿し穂冷蔵単独処理でも 6(‘はじめ， ) 

~13日( '1またる， )の開花遅延効果が認められた.杉

浦らのは揮し穂冷蔵による開花遅延は，苗に強い幼若性

が維持されるためとしており，本実験における挿し穂冷

蔵効果も幼若性が維持されたものと推察されるやよ

い'の挿し穂冷蔵による開花遅延効果は，エセフォン単

独処理よりも大きくなった. ‘やよい'はエセフォン処

理による開花遅延効果が小さいかほとんどない品種群

(クソレープ1II)で， ロゼット性が強い(葉丈が伸長しに

くい)特性がある.クツレープ1IIでは‘やよい' と同様に

草丈のあまり伸長しない品種が多く，これらの品種に対

する挿し穂冷議効果は高いものと推察される.今後，同

じクツレープの他品種を使用して揮し穂冷蔵による開花運

延程度を確認する必要がある.

エセフォン 3屈処理と挿し穂冷蔵の組合せによる開花

運延程度は，エセフォン 3出処理と比べてみのる'

と‘はじめ'では 4日， ‘ほたる'では 3臼， ‘やよい'

では10日大きくなった.このことからエセフォン 3回処

理と挿し穂冷蔵の組合せは出荷期拡大に有効であると判

断された.

以上の結果より，春先の気温が高い年次は幼若性の消

失時期が早まり早期間花を招くので，その防止技術とし

て開花遅延作用のあるエセフォン処理が有効である.一

方，ヱセフォン処理効果には品種による年次葦が認めら

れるが，効果の高い品種群の開花遅延程度は比較的安定

しており，出荷期拡大にはこれらの品種を用いればよい.

またエセフォン処理効果の低く，ロゼット性の強い品種

には挿し穂冷蔵を組合せることにより，開花遅延効果の

増大が期待できる.これらのことから自然咲き，揮し穂

冷蔵処理，エセフォン 1回処理，エセフォン 3回処理，

エセフォン 3@]処理と揮し穂冷蔵処理の組合せにより，

問一品種での出荷期拡大が可能になった.
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